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C 8462-1：0000  

附属書 JA 

（参考） 

JISと対応国際規格との対比表 

 

JIS C 8462-1:XXXX 家庭用及びこれに類する用途の固定電気設備の電気アクセ

サリ用のボックス及びエンクロージャ － 第 1 部：一般要求事項 

IEC 60670-1:2015，Boxes and enclosures for electrical accessories for household and 

similar fixed electrical installations-Part 1: General requirements 
 

(I)JIS の規定 (II)国際 

規格番号 

(III)国際規格の規定 (IV)JISと国際規格との技術的差異の箇条ごと

の評価及びその内容 

(V)JIS と国際規格との技術的差

異の理由及び今後の対策 

箇条番号 

及び題名 

内容 箇条 

番号 

内容 箇条ごと 

の評価 

技術的差異の内容 

5 試験に関

する一般要

求事項 

5.1 試験に関する一

般事項について規

定 

 5.1 JIS とほぼ同じ 変更 IEC では全ての材料のエンクロー

ジャに前処理を要求しているが，非

金属製材料のエンクロージャには

適用しないようにした。 

非金属製材料製のものは，前処理

を行わないと性能が安定せず，そ

の後の試験を満足しない場合も想

定されるが，現在国内で販売され

ているものは，前処理を行わない

で試験を行っている。 

よって，前処理をしなくても品質

の安定している場合は，前処理を

省略できるものとした。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

8 表示 8.1 e) 形式について  8.1 JIS とほぼ同じ 選択 表示内容の形式を明確にした。 形式の表示内容を明確にし，製品

に表示している品番，品名，記号

などでも良いとした。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

8.2 表示試験試薬  8.2 JIS とほぼ同じ 選択 JIS K 8594 規定する石油ベンジン

を追加した。 

我が国の一般的に使用されている

石油蒸留水は石油ベンジンのため

追加した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

 

 

 

 



(I)JIS の規定 (II)国際 

規格番号 

(III)国際規格の規定 (IV)JISと国際規格との技術的差異の箇条ごと

の評価及びその内容 

(V)JIS と国際規格との技術的差

異の理由及び今後の対策 

箇条番号 

及び題名 

内容 箇条 

番号 

内容 箇条ごと 

の評価 

技術的差異の内容 

11 接地の

準備 

11.2 7.2.2.2 及 び

7.2.2.3によって分類

する絶縁物ででき

ているボックス及

びエンクロージャ 

 11.2 JIS とほぼ同じ 選択 規格の要求事項を満足すれば，接地

用当て金を選択可能とした。 

我が国において，販売されている

絶縁物でできているボックス及び

エンクロージャは，接地用当て金

がないものがある。これは，施工

時に電気アクセサリーより直接接

地をとるためである。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

12 構造 12.6 可とうケーブ

ル以外の用途の入

口をもったボック

ス及びエンクロー

ジャ 

 12.6 JIS とほぼ同じ 追加 国内 JIS 電線管を適用可能とした。 国内で流通している電線管を追加

した。 

12.9.2 ノックアウ

ト保持 

 12.9.

2 

JIS とほぼ同じ 追加 ボックス又はエンクロージャの保

護等級が変化してはならない。 

保護等級を外来固形物を追加し明

確化した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

12.9.4 ノックアウ

トを取り囲む平面 

 12.9.

4 

JIS とほぼ同じ 追加 適否は，目視検査及び適切な JIS 又

は国際スタンダードシートに基づ

く測定によって判定する。 

JIS 規格を追加した。 

12.15.1 接続電線管

の追加 

 12.15

.1 

JIS とほぼ同じ 追加 通常の使用状態で取り付けた後又

は組み立てた後に，JIS C 8463，JIS 

C 8305，JIS C 8309，JIS C 8411，JIS 

C 8430 を追加した。 

我が国で流通している電線管の

JIS 規格を追加し，試験するように

電線管の種類を追加した。 

14 絶縁抵

抗及び耐電

圧 

14.1 試料の準備  14.1 JIS とほぼ同じ 追加 注記 

試験に不必要な附属品は外して試

験を行ってもよい。 

ボックス及びエンクロージャの位

置決め及び固定にネジやアルミテ

ープを付けているが，設置後に取

り外すものもあり，設置後に近い

状態で試験を行うように追加し

た。 

この条件を今後，IEC に提案する。 
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(I)JIS の規定 (II)国際 

規格番号 

(III)国際規格の規定 (IV)JISと国際規格との技術的差異の箇条ごと

の評価及びその内容 

(V)JIS と国際規格との技術的差

異の理由及び今後の対策 

箇条番号 

及び題名 

内容 箇条 

番号 

内容 箇条ごと 

の評価 

技術的差異の内容 

15 機械的

強度 

15.1 一般  15.1 JIS とほぼ同じ 追加 エンクロージャの要求事項になっ

ている。 

ボックスも同様の機械的強度が必

要なため，ボックスを追加した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

15.4 ボックス及び

エンクロージャの

衝撃試験 

 15.4 JIS とほぼ同じ 選択 厚さ 8 ～10 mm及び大きさ 175 mm

×175 mm の合板 

8mm の合板は国内で一般的に流

通しておらず，ボックス及びエン

クロージャを固定するための合板

のため，国内で流通している合板

を使用できる様に，8~10mm と変

更した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

19 耐トラ

ッキング性 

保証トラッキング

指数及び比較トラ

ッキング指数 

 19 JIS とほぼ同じ 追加 保証トラッキング指数及び比較ト

ラッキング指数の概略試験方法を

注記に追加 

電線管業界でトラッキング試験は

行われおらず，利便者利益のため

追記した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

20 耐食性 耐食性試験方法の

追加 

 20 JIS とほぼ同じ 追加 電気亜鉛めっき，溶融亜鉛めっき，

乾式亜鉛めっき及び塗装を施した

ボックス及びエンクロージャは，上

記の試験に代わりに JIS C 8461-1：

2012 の 14.2.2 の試験方法を適用す

る 

電気用品安全法及び電線管システ

ムの試験方法で実績のある耐食性

を追加した。 

この条件を今後，IEC に提案する。 

 

JIS と国際規格との対応の程度の全体評価： IEC 60670-1:2015，MOD 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味は，次による。 

－ 追加 ················ 国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 

－ 選択 ················ 国際規格の規定内容とは異なる規定内容を追加し，それらのいずれかを選択するとしている。  

注記 2 JIS と国際規格との対応の程度の全体評価欄の記号の意味は，次による。 

－ MOD ··············· 国際規格を修正している。 

 


